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1 はじめに

一般相対論は 1905年の特殊相対論に続き，1915年にアインシュタインによって発表され

た理論であり，特集相対論では適切に扱うことのできなかった重力を説明することにその価

値がある．その考え方を見るだけでも，時間と空間を同等に見たり，重力を力として扱わな

かったりと，直感に反した面白い点がいくつも存在する．今回はそんな一般相対論の哲学を

紹介するとともに，一般相対論を扱うえで必ず出会う共変微分の考え方にも少し触れたいと

思う．

2 講演内容

まずは非相対論，特殊相対論を簡単に確認する．続いて特殊相対論の欠点に触れ一般相対

論の考え方を紹介する．その後，共変微分とクリストッフェル記号について極座標を用いて

直感的な理解を目指す．もし時間があれば一般相対論で知られている事実をいくつか取り上

げたいと思う．

予備知識は，高校物理程度で済むように心がける．あまり難しい概念や計算は扱わず，直感

的な話を中心にするつもりなので，ぜひ気楽に聞いてくれればと思う．
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